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全日本ホルスタイン共進会開催まであと 1年！ 

 第 15回全日本ホルスタイン共進会九州・沖縄ブロック大会を 2020年 10月 31日から都城地域家畜市場で開

催します。その概要について、紹介します。 

 
１．開催日程 

（１）共進会    2020年 10月 31日(土)～11月 2日(月) 
                                   10月 31日(土) 開会式、比較審査 
                             11月 1 日(日) 比較審査、最高位決定審査 
                             11月 2 日(月) 上位入賞牛パレード、閉会式・褒賞授与  

（２）協賛催事  2020年 10月 30日(金)～11月 2日(月) 
       ①共進会会場近隣地等          ・酪農資材器具展・技術交流会ゾーン  
                                ・物産・飲食ゾーン 
                                ・ミルクロードゾーン 
       ②宮崎ブーゲンビリア空港会場       開催期間前後約 10日間 
       ③九州各県会場               2018年から 2020年 10月 
 
２．会場  

（１）共進会場  都城地域家畜市場 
（２）協賛催事  ①宮崎県家畜商協及び共進会会場近隣地等   ②宮崎ブーゲンビリア空港会場 

③九州各県会場 

入場ゲート 

酪農資材器具展・ 
技術交流会ゾーン 

シャトルバス乗降場 

関係者駐車場 

物産・飲食ゾーン 

来賓駐車場 

共進会ゾーン 

ミルクロードゾーン 
 



 

３．協賛催事の概要 

 （1）酪農資材器具展・技術交流会ゾーン 

共進会に参加する全国の酪農家及び酪農関係機関・団体関係者に対して最新の酪農関連資材機器・酪農関連 
機器情報や技術資料の展示紹介を行います。 

 （2）物産・飲食ゾーン 

     九州・沖縄の特産の紹介・販売ブースと飲食ブースを設営し、来場者に楽しんで頂きます。 
 （3）ミルクロードゾーン 

     九州・沖縄を中心とした牛乳・乳製品の紹介・販売ゾーンを設置し、牛乳・乳製品の美味しさと酪農の世界を紹介し 
ていきます。 

 （4）宮崎ブーゲンビリア空港会場 

     空港利用者や一般消費者を対象として、第 15回全日本ホルスタイン共進会九州・沖縄ブロック大会の開催ＰＲと 
食を支える酪農への理解を深めていただく為、宮崎ブーゲンビリア空港において、消費者参加型イベントを開催します。 

4.参加者数  公共媒体などを利用して、積極的なＰＲ活動を行い、全国から 6万人の参加者を予定しています。 
 
 
 
 
 
 

     ～プレ全共を開催︕～ 

全共開催１年前のイベントとして、同じ会場にて、九
州連合ホルスタイン共進会（プレ全共）が開催されます。 
  開催日程︓令和元年 11月 2日(土) 
         ８︓３０～      開会式 
         ８︓３０～１４︓３０  

審査（第 1 部～12 部） 
  会   場︓都城地域家畜市場 
  審 査 員︓田井 道広氏 
（北海道ホルスタイン 農業協同組合 審査部次長） 

         

サブタイトル         酪農の祭典 2020 in 九州・沖縄 

大会テーマ  新しい風は九州・沖縄から。ミルクでつながる、みんなの笑顔。 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 略 号 名    号 NTP 
長命連産 

効果 
乳代効果 

GEBV 

決定得点 
父 

15 JP5H57105 ロード ビュー ｽｰﾊﾟｰ ET 2,482 59,083 137,597 0.74 ｽｰﾊﾟｰ 
ｻｲｱｰ 

母系はハイインデックスマーベラファミリー！ 幅広い尻と後乳房の幅が支えられる高い泌乳能力。

乳成分オールプラス、高い産乳成分と経済性！ 

29 JP5H57277 
スパークエツジ  

デスアーク ET 
2,316 88,302 123,790 0.57 ｱﾙﾀｼﾞｬ

ｯｸﾏﾝ 

多くの種雄牛を排出するショトルメイファミリー！耕能力を支える泌乳持続性、低い体細胞スコア。  

底面が高く幅のある乳器、特筆すべきは理想的な乳頭配置！ 

-  今、 も う 一 度 考 え る  - 

なぜ後継牛が必要なのか… 

後継牛確保の重要性 

後継牛確保は、生乳生産を維持する上で大変重要です。 

導入でも生乳生産は維持できますが、初妊牛市場が高止まりを続けている中、以前

は導入経費を取り戻すまでに約３乳期かかると言われていましたが、飼料高騰等のあ
おりを受け、現状では約５乳期かかります。また、後継牛を作出することによって、宮崎

県の環境に適した牛づくりができ、そこには最も大切な愛情が生まれます。 
 

優秀な後継牛を作出するために 

生乳の生産性向上には、次代の能力を的確に高めることが大事であり、それ

がコスト削減や所得向上に繋がります。まずは、雌牛の遺伝的能力と血統を把

握すること、そのためには登録や牛群審査を受けることも大事です。そして、ど

こを改良したいのか具体的に決定し、それから種雄牛の選定を行います。その

際に参考になるのが、GＮＴＰ（乳用種雄牛評価成績）上位牛です。 

預託事業を活用した後継牛確保 

酪農経営においては、経産牛と接する時間がどれだけ多いかで、現状を把

握でき、適切な対応が取れ、病気や事故を減少させることができます。【牛さん

の観察が一番】 このため、効率的な後継牛確保において、酪農公社の預託

事業活用も有効な手段の１つです。今まで哺育・育成にかけていた時間を経産

牛の飼養管理充実へ向け、負担を大きくすることなく取り組めます。 

 

♂  新規選抜種雄牛【家畜改良事業団】 紹介（2019-8 月成績） ♂ 

ＪＡグループ宮崎  ＪＡ宮崎経済連 














